本装置用に用意されている各種オプションの取り付け-取り外しの手順や作業を行う際のを意事項につい 
て説明します。 


作業を始める前に (^168 ぺ- 

取り付け/取り外しの準備(- 

DIMM の増設(一173ページ) 
PCI ボードの増設(一177ぺ- 
目 IOS 設定の変更(一181ペー 


-ジ） . 安全上のを意や取り扱いの際のを意事項につい 

て説明します。作業を始める前に必ず読んでく 
ださい。 

>170ページ） . オプションデバイスの取り付け（または取り外し) 

の準備ができるまでの手順じついて説明します。 

. DIMM の増設の手順について説明します。 

-ジ） . PCI ボードの増設の手順について説明します。 

ジ） . オプシヨンの取り付け（または取り外し）後には、 


本装置の BIOS 設定を変更する必要があります。 
ここでは変更方まやその他、 BIOS の設定を磕 
認-変更しなければならないときの手順について 
説明します。 
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作業を始める前に 

本装置に取りがけられるオプションの取り付け方法およびを意事項じついて記載しています。 


安き上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするために次のを意事項を必ず守ってくだ 
さい。 





®0 

A\A\ 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死こずる、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは 、 iii 
ぺー ジ ly 降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウム電池を取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 





盛 (S) 

A 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、乂傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 iii ぺージ降の説明をご覧ください。 

• 高温ま意 

• 中途半端に取り付けない 


取 D 扱い上の注意 


装置を正し<動作させるために次のを意事項を守って<ださい。 

• ここで示すオプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この場合の 
装置および部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねますの 
でご了承ください。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会社の 
保守員に取りがけ/取り外しを行わせるようお勤めします。 

• オプションおよびケーブルは NEC が指をする部品を使用してください。指をじ(外の部品 
を取りがけた結果起きた装置の誤動作または故障-破損についての修理は有料となります。 

• ここで説明していない部品の取り付けや交換、取り外しをしないでください。説明され 
ていない部品やデバイスの取り付け-取り外し-巧換は保守員が行います。 
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静電気が策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取りがけ-取り外しの際は静 
電気じよる製品の故障に十分を意してください。 

•リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 
また、作業中はを期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

-静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

-カーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本装置を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着巧 

-ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

-静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

-取り付け前に貴金属脂輪や腕輪、時計など)を外してください。 

• 部品の取り扱い 

-取りがける部品は本装置に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
-を部品の緣の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

-部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 


システムの拡張 
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取り付け/取りかしの準備 


次の手順に従って部品の取りがけ/取り外しの準備をします。 


1. 本体の電源を OFF ( POWER ランプ消好）にする。（一1日ぺージ) 


2 . 本体の電源コードをコンセントか6抜く。 

3. 本体背面に接続しているケーブルをすべ 
て取り外す。 

4. 本体の前後左ち、および上部(こ1〜 2 m の 
スペースを確保する。 



カパ— 


本装置にオプションを取りがける（または取り外す）ときはカバーを取り外します。 


取り外し 

次の手順に従ってカバーを取り外します。 


2 . 

3. 


「取りがけ/取りかしの準備」を参照して取り外しの準備をする。 

本体をしっかりと持ち、警告ラベルのある面が上(こなるようじゆっくりと静かに倒す。 

セキュリティプレートに錠をしている場 
合は、錠を取り外す。 
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4 . ネジ 1 本を外す。 



5. カバーを装置後方に少し引<。 

巨.カバーをしっかり持って取りかす。 



取り付け 


カバーは r 取り外し」と逆の手順で取り付けることができます。カバーにあるフックが本体の 
フレームに磕実に差し込まれていることを磕認してください。また、カバーにある位置まめ 
用のタブが本体のフレームにあるス□、ソトに磕実に差し込まれていることを確認してください。 


タブ(上部3個） 



タブ(左ち1個ずつ) 


ス□ット 


フック（左ち5個ずつ） 


フレーム 


システムの拡張 
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フロントマスク 


DIMM の取りがけ/取り外しを行うときは次の手順でフ□ントマスクを取り外します。 

取り外し 

次の手順じ従ってフ□ントマスクを取り外します。 


1. 170ページを参照して取り付けの準備をする。 
2. 170ページを参照してカバーを取りかす。 

3. フ□ントマスクの□ックをかす。 

フ□ントマスクの上側じあるフックを上 
に引き上げて□ックを外します。フック 
はフ□ントマスクの上側に3つありま 
す。 



フックを強く引き上ばないでくださ 
い。フックを強く引き上げるとフック 
び破損ずるおそれびありまず。 


フック （3 個) 



4. フ□ントマスクを取り外す。 


フ□ントマスクの上側を軽く引いてか 
6、下側を手前に引いて取りかします。 



取り付け 


フ□ントマスクを取りがけるときは、フ□ントマ 


スク裏側の下にある フ、ソク を本体の フ レームの穴 


に磕実に引っ掛けてから、フ□ントマスクの上側 
を装置に向けて軽く押しがけてください。 

フ□ントマスクの取り付けの前に前面にあ 
云巧]るスイ、ソチ/ランプブラケット （ POWER ス 
イッチやランプ類が組み込まれているプラ 
スチック製のブラケット）が本体前面のフ 
レーム(こ確実(こ取り付け6れていることを 
確認してください。 
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DIMM の増設 


DIMM (Dual Inline Memory Module ) は、マザーボード上の DIMM ソケットに取りがけます。マザーボー 
ド上には DIMM を取りがけるソケットが3個あります。 


Pl ： • メモリは最大 51 2MB まで増設できます。 

[IkhJ 参 POST や ESMPRO のエラー メ ッセー ジや エラーログでは DIMM ソケット のこと を 「グ 
ループ」と表示する場合があります。グループの後に示される番号は下図のコネクタ番 
号と一致しています。 


NEC で指定していない DIMM を使用しないでください。ヴードパーティの DIMM など 
を取り付けると、 DIMM だけでなく、本体び故障するおそれびありまず（これ5の製品 
が原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります)。 

DIMM は静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の静電 
気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分を素手で触っ 
たり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に対する注意について 
は、169ぺージで説明しています。 


DIMM は1枚単位で取り付けられます。また、 DIMM ソケットの SI 饥#1から SI 饥#3へ番号の 
ルさい順に取りがけてください。 


DIMM #3 (Slot #3) 
DIMM #2 (Slot #2) 
DIMM #1(Slot #1) 



システムの拡張 


173 








































取り付け 


次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


1. 170ページを参照して取り付けの準備をする。 

2 . 次の部品を取りかす。 

• カバー （170 ページ参照)。 

• フ□ントマスク （172 ページ参照） 


3. CD-ROM/FDD ベイの後部を持ち上げ、 
斜め後方へ持ち上げて外す。 

w-Oi^ 

CD - ROM / FDD ベイはゆっくりとてい 
ねいに引を巧いてください。強く引を 
巧くと、ケーブルび破損ずるおそれび 
ありまず。 


CD-ROIWFDD ベイ 



4. CD-ROM/FDD ベイをひっくり返し、 
八ードディスクベイと本体のシャーシの 
上にゆっくりと静かに置く。 

iwO^m 

ケーブルを破損させないようにま意し 
I て < ださい。 


5. CD-ROM/FDD ベイをしっかり押さえ、 
CD-ROM ドライブのインタ フエースケー 
ブルと電源ケーブルをかす。 
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目. CD-ROM/FDD ベイを元の向きにひつく 
り返し、本体背面側のシャーシの上に静 
か(こ置く。 


CD - ROM / FDD ベイはとても不ま定な 
状態にあります。作業の間に本体上か 
5落ちないよう十分ま意を仏ってくだ 
さい。 


CD - ROM / FDD ベイの上フロッピ-てィスクドライブ 
面が上に向くように置くのケーブルが八-ドディスク 



7. DIMM を取り付けるソケットの両側じあ 
るレバーを開いた状態(こする。 


8 . DIMM を垂直に立てて、ソケットにしつ 
かりと押し A む。 


I チェッ匀 


DIMM の向き(こま意して<ださい。 DIMM 
の端子側には誤挿入を防止するための 
切リタきがあります。 

DIMM が DIMM ソケットに差し} A まれる 
とレバーが自動的に閉じます。 


9. レバーをしっかり閉じる。 




10 . 本体を組み立てる。 

11. 本体の電源を ON (こして、 MWA をインストールした管理 PC 上に表示される POST でエラーメッ 
セージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービズ会社(こ連絡して 
ください。 

12. SETUP を起動して rAdvancecU-rMemory Reconfiguration」 の順でメニューを選択し、増設し 
た DIMM のステータス表示が 「Normal」 になっていることを確認する。 

183ページ] U 降の説明を参考に操作してください。 


13. 「Advanced」 メニユーの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 (こする。 

A- ドウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは184ページをご覧ください。 


システムの拡張 
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取りかし 


次の手順に従って DIMM を取り外します。 

一 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエラーメッセージを確 

認して、取り付けているソケット番号(グループ）を確認してください。 

1. 170ページを参照して取りがけの準備をする。 

2 . 次の部品を取りかす。 

• カバー （170 ページ参照)。 

• フ□ントマスク （172 ページ参照） 

• CD - ROM / FDD ベイ （174 ぺージ参照） 

3. 取り外す DIMM のソケットの両側にある 
レバーを左ちにひろげる。 

D I MM の□ックが解除されます。 

4. DIMM を取り外す。 

取りかした DIMM は静電気防止用の袋(こ 
入れて適切な環境で大切に保管して < だ 
さい。 

己.本体を組み立てる。 

巨.本体の電源を ON にして、 MWA をインストールした管理 PC 上に表示される POST でエラーメッ 
セージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービズ会社(こ連絡して 
ください。 

7. SETUP を起動して 「 Advanced 」メニューの 「Reset Configuration Data 」を 「 Yes 」にする。 

)\- ドウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは184ページを参照してください。 

8 . 故障した DIMM をを換した場合は、 「 Advanced 」一 「Memory Reconfiguration 」一 「Clear DIMM 
Errors 」 を選択し、 < Enter > キーを押す。 



エラー情報をクリアするためです。詳しくは183ページを参照してくさい。 
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PCI ボードの増設 


本装置じは、 PCI ボードを取りがけることのできるス□、ソトを2つ用意しています。 


謂"〇 • 本装置に取り付けることびできる PCI ボードは基板の長さび17己 mmiy 内の PCI シヨー 
卜力ードです。それ m 上長い PCI ボードを取り付けることはできません。 


• AGP ボードス□ットに接続されているボードを取りがさないでください。 

• オプシヨンボードは静電気に弱い電子部品でず。装置の金属フレーム部分などに触れて 
身体の静電気を逃びしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分を 
素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に巧ずるを 
意については、1目9ぺージで説明していまず。 



取り付け 


次の手順に従って PCI ボードス□、ソトに接続するボードの取りがけを行います。 

1 . 取り付け前に、取り付けるボードでスイッチやジャンパの設定が行える場合は、ボードに添付の 
マニュアルを参照して正しく設定しておく。 

2. 170ページを参照して取りかしの準備をする。 

3. 170ページを参照してカバーを取り外す。 


システムの拡張 
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4. AGP / PCI ス□、ソトモジュールを上に持ち 
上げて取り外す。 


親指を支点に、人差し指と中指で AGP / 
PCI ス□、ソトモジュールのフレーム部分 
を軽く押し上げてください。 



AGP/PCI ス□、ソトモジュール 
のフレーム部分 


己. AGP/PCI ス□、ソトモジュールのカバーを 
取り外す。 


カバーの下にある取っ手を指で押し上げ 
て□ックをかし、カバーをかします。 



カ パー 


取っ手 


目. 取り付けるス□ットと同じ位置搞さ）に 
あるブランク カバーを 取りかす。 

w-oira 

取りがしたブランクカバーは大切に保 
管してください。 


7. PCI ボードの部品面を上にしてゆっくり 
本体内へ差し 3 A み、 PCI ボードの接続部 
分がス□、ソトに確実に接続するようしっ 
かりと押し} A む。 

• ライザカードおよび PCI ボードの 
金メッキ部分に手び触れないよう 
にま意してください。接触不良の 
原因となります。 

• うまくボードを取り付け5れない 
ときは、ボードをいったん取りが 
してか5取り付け直してくださ 
し、。ボードに過度の力を加えると 
ボードを破損するおそれびありま 
すのでま意してください。 



AGP/PCI ス□、ソトモジュール 
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8. AGP/PCI ス□、ソトモジュールのカバーを 
取り付ける。 

カバーの上にあるフックを AGP / PCI ス 
□、ソトモジュール上部の穴に引っかけ、 
カバー両側のフックを AGP / PCI ス□、ソト 
モジュール(こはめ込みます。 


フック 



9. AGP / PCI ス□、ソトモジュールを取り付け 

る。 

AGP / PCI ス□、ソトモジュールのボート端與な聲 
子のエッジをマザーボード上の接続スを、^ 
□、ソトの隅に当てて位置巧めをしてか6 ミ 

ゆっくりとまっすぐ(こマザーボードへ向 
けて押し込みます。 

装置背面側にあるフ、ソクや位置みめ穴と 
AGP / PCI ス□、ソトモジュールじあるフッ 
クや位置巧め穴がうま < 勘合するように 
取り付けてください。 

フックは合計で6個あります。 



フックが確実に引つかかるよう 
にする。 


① 

接続端子のエッジをス□ットの 
端に押しつけて位置をまめる 


10. AGP / PCI ス□、ソトモジュールをしっかり 
とマザーボード上のス □、ソ トに接続させ 

の 0 


irOl 

はじめ I 


I にモジュールのボード側を押 
し、最後に装置背面側にあるブラケッ 
卜を巧しまず。 


1. 本体を組み立てる。 
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12. 本体の電源を ON (こして、 MWA をインストールした管理 PC の画面上に表示される POST でエラー 
メッセージが表示されていないことを確認する。 


エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会社に連絡して 
ください。 

13. SETUP を起動して 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 にする。 

八ードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは184ページをご覧ください。 

14. 管理 PC か6オプションボードの BIOS 設定を必要に応じて変更する。 


取 D かし 


1. 170ページを参照して準備をする。 

2. 170ページを参照してカバーを取りかす。 

3. 「取り付け」の手順4を参照して AGP/PCI ス□、ソトモジュールを取り外す。 

4. 「取り付け」の手順5を参照して AGP/PCI ス□、ソトモジュールのカバーを取り外す。 

曰.取り外す PCI ボードの両端をしっかりと持ち、まっすぐ(こ引き抜く。 

目.取り外した PCI ボードのス□、ソトじブランクカバーを取り付ける。 

7. 「取り付け」の手順8〜11を参照して本体を組み立てる。 

8 . 本体の電源を ON (こして、 MWA をインストールした管理 PC の画面上(こ表示される POST でエラー 
メッセージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会社(こ連絡して 
ください。 

9. SETUP を起動して 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 にする。 

八ードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは184ページをご覧ください。 





BIOS 設定の変更 

Basic Input Output System ( BIOS ) 設走!の変更方まについて説明します。 

目 IOS 設定の変更はユーティリティ 「 SETUP 」 を使用します。このユーティリティは本装置内のフラッシュ 
メモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリティなどがなくても実行できます。 
SETUP で設定される内割ま、化荷時に最も標準で最適な状態に設をしていますのでほとんどの場合におい 
て SETUP を使用する必要はありませんが、次の場合に起動して設定を変更する必要があります。 


• DIMM を取り付けた（または取り外した)場合(一183ページ） 

• PCI ボードを取りがけた（または取り外した)場合卜184ぺージ) 

• POWER スイ、ソチの機能を無効にする場合(一185ページ） 



SETUP の起動や起動後の表示されているをパラメータの内容の磕認、設をの変更は MWA が 
インス I ルされている管理 PC (リモートコンソール）から行います。 MWA のインス I ル 
については、4章を参照してください。 


本体の電源を ON じすると管理 PC のディスプレイに POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 


Press <F2> to enter SETUP or Press <F12> to Network 


ここでく F 2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 
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キーと画面の説明 


车ーボード上の次の车一を使って SETUP を操作します（羊一の機能については、画面下にも 
表示されています）。 


現在表示しているメニュ 


サブメニューが 
あることを示ず 


設定項目 


ているメニューを示す 


< * ► Thermal Sensor 

► Wake On Events 

AC-LINK: [Last State] 

Error Log Initialization: [No] 

► Console Redirection 

M 

Item Specific Help 

Thermal Sensor Menu. 

\ 

FI Help t 丄 Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit トー SelectMenu Enter SelWt ► Sub-Menu F10 Previous Value 


オンラインヘルプ 
ウインドウ 


パラメータ（選択ずると文字が反転する） 


丰一の機能説明 


カーソルキー （ t 、 U 

カーソルキー（^、一） 

<— >キー/<十> キー 

<Enter> キー 
<Esc> キー 
< F レキー 


<F9> キー 
<F10>+- 


画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選択さ 
れています。 

Main や Advanced、Security、System Hardware、Boot、Exit などのメニューを選択し 
まず。 

選択している項目の値(パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に「►」がつ 
いているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

選択したパラメータの決定を行うときに押します。 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると 「Exi りメニューに進みます。 

SETUP の操作でわからないことがあったときはこのキーを押してください。 SETUP の 
操作についてのヘルプ画面が表示されます。 <Esc> キーを押すと、元の画面に戻りま 
す。 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時のパラ 
メータと異なる場合があります）。 

設定したパラメータを保存して SETUP を終了します。 
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DIMM を巧り付けた(または巧りかした)場合 


DIMM を取り付けた（または取り外した)場合は、装置内部に保存されているシステム構成情 
報（コンフィグレーションデータ）を更新します。 

• 選択するメニュー 

「 Advanced」一「Memory Reconfiguration」 



• ステータスの 確認方法 

roIMM #n S ね tus」 の欄を参照してください （ rn 」 は DIMM のソケット番号を示します。 
前述の r 内蔵オプションの取り付け」の 「 DIMM 」 を参照してください）。 

Normal: 正常に取りがけられている。 

None: 取り付けられていなしバ取り外されている）。 

Error： 正し < 取りがけられていない。 

磕認を終えたら、 SETUP を終了してくださいにの後の r 終了方法」を参照してください)。 

• 操作方法 

「Clear DIMM Errors」 を選択(八イライト）してく Ente「> キーを押し、 SETUP を終了して 
ください（この後の r 終了方法」を参照してください）。再起動し、エラー情報がクリアさ 
れます。 
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PCI ボードを巧り付けた(または取りかした)場を 


PCI ボードを取りがけた（または取り外した)場合は、装置内部に保存されているシステム構 
成情報（コン フイ グレーシヨンデータ）を更新します。 


選択するメニュー 

J」一「Advanced」一「Reset Configuration Data」 


「Advanced」 


Phoenix BIOS Setup Utility 



• 操作方法 


[Reset Configuration Data」 を選択(八イライト）してく Ente「> 羊一を押します。表示さ 
れるメニューから 「Yes」 を選択して SETUP を終了してくださいにの後の r 終了方法」を参 
照してください）。本装置が再起動し、システム構成情報が更新されます。メニューは 
「No」 に自動的に切り替わります。 
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POWER スイツチ機能を無効にずる 


本体前面にある POWER スイ、ソチの機能を無効にすることじより、不用意なスイ、ソチ操作に 
よる電源 OFF を防ぐことができます。 

• 選択するメニュー 

「Security」一「Power Switch Mask」 

I Phoenix BIOS Setup Utility I 


Advanced System Hardware 



• 操作方法 

[Power Swrtch Mask」 を選択(八イライト）してく Enter〉 羊一を押します。表示されるメ 
ニューから 「Masked」 を選択して SETUP を終了してくださいにの後の r 終了方法」を参照 
してください）。本装置が再起動し、システム構成情報が更新されます。 

「Masked」 に設定すると、 POWER スイッチを使って装置の電源を OFF の状態から ON じ 
することはできますが、 ON の状態から OFF にすることはできなくなります。電源の OFF 
は Management Console から行ってください。 
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終了方法 


SETUP を終了させる方法について説明します。 

• 選択するメニュー 

「Exit」 



• 説明 

— Save Changes & Exit 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ ） 内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します。 Save Changes & Exit を選択すると、磕認画面が表示 
されます。ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS 坏揮発性メモリ） 
内に保存して SETUP を終了し、本装置は自動的にシステムを再起動します。 「No」 を 
選択すると Exit メニューに戻ります。 


— Exit Without Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS 坏揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択します。ここで、「N0」を選択すると、変更した内容を保 
存しないで SETUP を終わらせることができます。 「Yes」 を選択すると変更した内容 
を CMOS 内に保存して SETUP を終了し、本装置は自動的にシステムを再起動します。 

— Get Default Value 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時じこの項目を選択します。 Get 
Default Value を選択すると、磕認画面が表示されます。ここで、 「Yes」 を選択する 
と、デフォルト値に戻ります。「N0」を選択すると Exit メニューの画面に戻ります。 

— "〇 TGet Default Value 」 で設定内容をデフオルト値に戻した場合は、保守-管理ツー 
居^ ル CD - ROM を使って BIOS 設定値をリ□—ドずる必要びあります。ハードウエア構 
成情報の復旧 (20 1ぺージ)を参照してください。 
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— Load Previous Value 

CMOS に値を保存する前に今回の変更をじ(前の値に戻したい場合は、この項目を選 
択します。 Load Previous Value を選択すると磕認画面が表示されます。ここで、 
「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、じ(前の内容に戻ります。 「No」 を 
選ぶと Exit メニューに戻ります。 

— Save Changes 

SETUP を終了せず、新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存する時 
に、この項目を選択します。 Save Changes を選択すると、る宙認画面が表示されま 
す。ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保 
存します。 「No」 を選ぶと Exit メニューに戻ります。 
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